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研究成果の概要（和文）： 本研究では、高齢者における生活活動の多様性に着目し、生活活動多様性を評価す
るための評価指標の開発と、生活活動多様性と要介護状態の前駆状態であるフレイルとの関連を横断的・縦断的
に検討することを目的とした。
　まず、20項目からなる生活活動多様性の評価票を作成し、その信頼性と妥当性があることを確認した。さら
に、横断研究と2年間の縦断研究を行い、生活活動の多様性とフレイル発生との関連を明らかにした。以上よ
り、生活活動の多様性はフレイル発生のリスク因子であり、生活活動の多様性を維持することが高齢者の介護予
防において重要であることを示唆した。

研究成果の概要（英文）： This study focused on the diversity of daily living activities in the older
 adults, and aimed to develop an assessment questionnaire for assessing the diversity of daily 
living activities and to examine the association between the diversity of daily living activities 
and frailty.
　First, an assessment questionnaire for diversity of daily living activities consisting of 20 items
 was developed, and its reliability and validity were confirmed. Furthermore, we conducted a 
cross-sectional study and a two-year longitudinal study and revealed the association between the 
diversity of daily living activities and the occurrence of frailty. These results suggest that the 
diversity of daily living activities is a risk factor for the occurrence of frailty, and that 
maintaining the diversity of daily living activities is important for the prevention of long-term 
care among community-dwelling older adults.

研究分野： 公衆衛生学、老年学、理学療法学

キーワード： フレイル　生活活動　多様性　地域在住高齢者

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年"アクティブカウチポテト"という概念が提唱されており、日常的に運動をしていても、それ以外の時間で
不活動時間が長いと健康に悪影響をもたらすことが報告されている。すなわち、特定の活動だけ行っていればよ
いのではなく、様々な活動を偏りなく行う"生活活動の多様性" が高齢期の健康にとって重要な指標となる可能
性がある。
　本研究は地域在住高齢者において生活活動の多様性を評価し、フレイル発生との関連を検証した初めての研究
であり、介護予防の新たな評価概念を提案をした重要な研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 近年"アクティブカウチポテト"という概念が提唱されており、日常的に運動をしていても、そ

れ以外の時間で不活動時間が長いと健康に悪影響をもたらすことが報告されている。すなわち、

特定の活動だけ行っていればよいのではなく、様々な活動を偏りなく行う"生活活動の多様性" 

が高齢期の健康にとって重要な指標となる可能性がある。 

 

２．研究の目的 

本研究では、高齢者における生活活動の多様性に着目し、生活活動多様性を評価するための評

価指標の開発と、生活活動多様性と要介護状態の前駆状態であるフレイルとの関連を横断的・縦

断的に検討することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

〇研究 1：生活活動多様性の評価表作成と信頼性・妥当性の検討  

＜評価表の作成＞ 

先行研究を参考に高齢者の一般的な生活活動を選出し、それを基に高齢者研究の専門家

（当研究所の職員に協力を依頼）と デルファイ法で原案を作成した。次に、地域の体操教

室（3 グループ）に通う高齢者（30 名）を対象に、評価表原案の妥当さや実 行可能性を検

討し、最終的な評価票を作成した。 

＜妥当性の検討＞ 

対象は当研究所で実施する「お達者健診 2011 コホート」の 2020 年参加者 658 名とし

た。外的基準を JST 版活動能力指標とし、本評価票のスコア（多様性スコア）との相関関

係をピアソンの相関係数にて求め、基準関連妥当性を検討した。なお、多様性スコアは、調

査した活動項目の実施頻度を基にシャノンのエントロピーの公式を用いて算出した（得点

範囲：0～１）。 

＜信頼性の検討＞ 

対象は当研究所と関係のある地域の体操教室（3 グループ）に通う高齢者。活動場所に出

向き、30 名に研究協力を得た。再検査法（調査回数：2 回、調査間隔：1 週間）にて多様性

スコアの級内相関係数を求め、再検査信頼性を検討した。  

 

〇研究 2：生活活動の多様性とフレイルとの横断的・縦断的検討 

初めに横断的検討により、生活活動の多様性とフレイルに関連があるかどうかを検証し

た。次に、2 年間の縦断的検討を行い生活活動の多様 性がフレイルの新規発生に影響を及

ぼすかどうかを検証した。 

＜横断的検討＞ 

対象は 2020 年のお達者健診受診者 769 名。調査項目は生活活 動多様性評価表、J-CHS

基準の評価項目（5 項目）、年齢、性別、既往、教育歴、主観的経済状況、Mini-Mental State 

Examination（MMSE）、W HO–Five well-being index（WHO-5）とした。統計解析はロ

ジスティック回帰分析にて行い、従属変数をフレイルの有無（J-CHS 基準≧3 により定義）、

独立変数を多様性スコア、共変量を年齢、性別、既往、教育歴、経済状況、MMSE、WHO-



5 とした。 

＜縦断的検討＞ 

横断研究の対象者を対象とし 2 年間の追跡調査を行った。取り込み基準は 2020、2022 年

の健診にどちらも受診している者、2020 年の時点でフレイルでない者、データ欠損のない

者とした。調査項目は横断研究と同様。統計解析はロジスティック回帰分析とし、従属変数

を新規フレイル発生の有無（J-CHS 基準≧3 により定義）、独立変数を多様性スコア（ｚス

コアに標準化して投入）、共変量を年齢、性別、既往、教育歴、経済状況、MMSE、WHO-

5 とした。 

 

４．研究成果 

 研究１では、20 の生活活動項目（1.屋内の家事、2.屋外の家事、3.おしゃれ、4.テレビ視聴、

5.ラジオ聴取、6.ゲーム、7.ギャンブル、8.ショッピング、9.他者との直接的な交流、10.他者

との間接的な交流、11.身体活動を伴う趣味・余暇活動、12.身体活動を伴わない趣味・余暇活動、

13.地域・ボランティア活動、14.収入を伴う仕事、15.子どもの世話、16.介護、17.動物の世話、

18.通院、19.自動車・バイクの運転、20.公共交通機関の利用）からなる生活活動多様性評価票

を作成した。生活活動多様性評価票の有用性の検証では、十分な信頼性（級内相関係数 0.84）

と妥当性（JST 版活動能力指標との相関係数 0.60）を有することが確認された。横断研究、縦

断研究ともに生活活動の多様性とフレイルとの関連を認め、縦断研究では新規フレイル発生に

おける多様性スコアのオッズ比が 0.64 であることを示した。以上より、生活活動の多様性が将

来のフレイル発生において重要な因子であることが示唆され、高齢者の生活活動の多様性を維

持するような取り組みが必要であると考えられる。 
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